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岡
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己
破
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申
請

帝
国
デ
ー
タ
調
べ

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
で
は
、
お
客

さ
ま
に
飛
行
機
と
宿
泊
施
設
、

レ
ン
タ
カ
ー
を
自
由
に
選
ん
で

い
た
だ
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ

ケ
ー
ジ
「
楽
パ
ッ
ク
」
を
提
供

し
て
い
る
。２
０
０
６
年

月
、

全
日
本
空
輸
と
楽
天
共
同
出
資

の
楽
天
Ａ
Ｎ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
オ
ン

ラ
イ
ン
を
設
立
し
「
Ａ
Ｎ
Ａ
楽

パ
ッ
ク
」
を
ス
タ
ー
ト
。

年

９
月
に
は
日
本
航
空
と
「
Ｊ
Ａ

Ｌ
楽
パ
ッ
ク
」
の
提
供
を
開
始

し
、
現
在
多
く
の
お
客
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
構
想
か
ら

年
以
上
経
過

し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
一
般
に
普
及
す
る
段
階
に

発
展
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
と
と
も

に
、
日
本
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　
予
算
と
相
談
し
な
が
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
旅
行
を
組
み
立
て
ら
れ

る
自
由
度
が
魅
力
だ
。
実
は
、

商
品
を
提
供
す
る
側
に
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
宿
泊
施

設
を
例
に
す
る
と
、
従
来
は
シ

ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
に
合
わ
せ
た
料

金
を
提
供
す
る
だ
け
で
、
集
客

の
企
画
は
、
全
て
旅
行
会
社
が

担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、

集
客
を
す
る
た
め
の
企
画
は
提

供
す
る
「
宿
泊
プ
ラ
ン
」
と
し

て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
料

金
も
需
要
に
応
じ
た
形
で
変
動

で
き
る
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
に

は
パ
ッ
ク
料
金
し
か
表
示
さ
れ

な
い
た
め
、
超
繁
忙
日
だ
け
料

金
を
高
く
設
定
す
る
な
ど
、
利

益
を
考
え
な
が
ら
販
売
価
格
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
戦
略
的
に

活
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
の

だ
。
こ
れ
は
航
空
会
社
、
レ
ン

タ
カ
ー
会
社
も
同
様
で
あ
り
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

販
売
価
格
は
日
々
変
動
し
て
い

る
の
が
特
徴
だ
。

　
し
か
し
、
欧
米
と
比
較
す
る

と
日
本
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
で
あ
り
、
組
み
合
わ
せ
で
き

る
内
容
が
少
な
い
。
何
で
も
組

み
合
わ
せ
で
き
る
よ
う
に
提
供

す
れ
ば
よ
い
訳
で
は
な
く
、
お

客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
利
便
性
を

考
慮
し
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
を
ど
う
料

理
し
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
、
非
常
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る

商
品
だ
。
今
後
は
、
購
入
者
と

し
て
の「
お
客
さ
ま
」と
、各
商

材
の
ご
提
供
者
と
し
て
の「
お

客
さ
ま
」双
方
の
視
点
に
立
ち
、

楽
天
ト
ラ
ベ
ル
と
し
て
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
（
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
国
内
Ｄ
Ｐ

事
業
部
　
小
笠
原
隆
裕
）

＝
隔
週
掲
載

　
わ
が
国
で
は
、

月
に
な
る
と

す
ぐ
、
街
の
あ
ち
こ
ち
に
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
ま
だ
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に

は
２
カ
月
あ
る
と
思
い
つ
つ
、
年

末
に
心
を
騒
が
せ
て
し
ま
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
月
１
日
は
、

「
聖
人
の
日
」
と
い
う
祭
日
で
、

子
ど
も
た
ち
は
秋
の
休
暇
中
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
１
学
期
の
最
後
の

試
験
と
い
う
こ
と
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
ま
で
に
は
も
う
ひ
と
頑
張
り
と

い
う
時
期
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
を
飾
る
の
は
、

月
１
日
と
決

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
日
が
聖
人
、

サ
ン
・
ニ
コ
ラ
の
日
だ
か
ら
で
あ

る
。

　
サ
ン
・
ニ
コ
ラ
は
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
聖
人

で
、
子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子
を
配

っ
て
く
れ
た
人
と
い
う
逸
話
で
も

知
ら
れ
る
。

　
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
こ
と
も
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
飾
り
を
作
る
時
の
楽
し
み

は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
お
菓
子
で

あ
る
。

月
の
終
わ
り
頃
に
な
る

と
、
毎
日
少
し
ず
つ
お
菓
子
の
数

が
増
え
、
全
部
で

種
類
の
お
菓

子
が
用
意
さ
れ
る
。

　
ヌ
ガ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ト

リ
ュ
フ
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
、
木
の
実

な
ど
、
太
る
こ
と
も
忘
れ
て
頬
張

っ
て
い
る
と
、
今
年
も
よ
く
が
ん

ば
っ
た
な
ぁ
と
い
う
満
足
感
が
沸

き
上
が
っ
て
く
る
。

　
そ
し
て
、

月
１
日
に
は
、
一

斉
に
山
か
ら
切
っ
て
き
た
大
小
の

樅
の
木
が
売
り
に
出
さ
れ
る
。

　
私
の
妻
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ

は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
ス
ト
ラ
ス
ブ

ー
ル
と
い
う
も
っ
と
も
東
の
端
に

あ
る
街
で
、
ラ
イ
ン
川
を
挟
ん
で

ド
イ
ツ
と
の
国
境
に
あ
る
。

　
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
ク
リ
ス
マ

ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
も
最
大
級

の
も
の
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ハ

ム
や
チ
ー
ズ
、
ワ
イ
ン
な
ど
、
農

家
が
代
々
作
り
続
け
て
き
た
と
い

う
も
の
が
並
ぶ
。
こ
こ
で
し
か
味

わ
え
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
う

の
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
が

「
宿
り
木
」
で
あ
る
。

　
映
画
な
ど
で
も
見
る
こ
と
が
あ

る
が
、
白
く
透
明
な
実
が
付
い
た

宿
り
木
を
、
玄
関
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
ド
ア
の
上
に
飾
る
。

　
そ
し
て
、
ド
ア
で
す
れ
違
う
時

に
は
、
必
ず
頬
に
み
ん
な
が
キ
ス

を
す
る
。

　
自
分
ひ
と
り
で
は
生
き
て
行
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
互
い
が
互
い

を
支
え
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
実

を
結
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
た
め
の
「
宿
り
木
の
実
」
な

の
で
あ
る
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
休
暇
が
始
ま
る

の
は

月

日
前
後
。
少
し
ず
つ

家
族
が
集
ま
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
下

に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
積
ま
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
（
中
国
学
博
士
。
大
東
文
化
大

学
文
学
部
准
教
授
。
著
書
に
「
漢

字
は
す
ご
い
！
」
＝
講
談
社
現
代

新
書
＝
な
ど
多
数
）

（９） 第２７３１号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１２月７日（土曜日）

　
顧
客
満
足
度
（
Ｃ
Ｓ
）
に
関
す
る

調
査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

Ｊ

Ｄ

パ
ワ
ー
　
ア
ジ
ア
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
（
東
京
都
港
区
）
は

月


日
、
「
２
０
１
３
年
日
本
ホ
テ
ル
宿

泊
客
満
足
度
調
査
」
の
結
果
を
発
表

し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
１
泊
３
万
５
千

円
以
上
部
門
の
１
位
は
ザ
・
リ
ッ
ツ

・
カ
ー
ル
ト
ン
、
以
下
、
１
位
は
１

万
５
千
～
３
万
５
千
円
未
満
部
門
は

ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ

（
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
）
、
９
千
～
１

万
５
千
円
未
満
部
門
が
リ
ッ
チ
モ
ン

ド
ホ
テ
ル
ズ
、
９
千
円
未
満
部
門
は

Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
テ
ル
と
な
っ
た
。

　
注
　
Ｃ
Ｓ
の
測
定
に
あ
た
っ
て
は

予
約
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
、客
室
、Ｆ
＆
Ｂ（
料
飲
）、

ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
テ
ル
施
設
、

料
金
の
７
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
設
定

し
評
価
。
各
フ
ァ
ク
タ
ー
に
お
け
る

複
数
の
詳
細
項
目
に
関
す
る
宿
泊
客

の
評
価
を
も
と
に
、
総
合
満
足
度
ス

コ
ア
を
算
出
し
て
い
る
（
千
ポ
イ
ン

ト
満
点
）
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
岡
山
県
で
旅
館
を
経

営
す
る
乃
利
武
（
岡
山
市
、

代
表
・
則
武
章
二
氏
、
従
業

員

人
、
資
本
金
千
万
円
）

は

月

日
、
岡
山
地
裁
へ

自
己
破
産
を
申
請
し
た
。
負

債
は
約
９
億
１
７
８
万
円
。

　
同
社
は「
苫
田
温
泉
　
乃

利
武
」（
客
室

室
）の
経
営

を
手
掛
け
、
１
９
６
４
年
に

は
県
下
の
温
泉
旅
館
で
は
第

１
号
の
政
府
登
録
国
際
観
光

旅
館
と
な
っ
た
。
天
然
ラ
ジ

ウ
ム
温
泉
の
大
岩
風
呂
、
会

議
室
、
結
婚
式
場
な
ど
を
備

え
、
マ
ス
カ
ッ
ト
温
室
や
栗

園
も
保
有
す
る
ほ
か
、
桜
６

０
０
本
を
植
栽
、
季
節
ご
と

に
花
見
、
栗
拾
い
、
マ
ス
カ

ッ
ト
狩
り
の
各
種
企
画
や
大

衆
演
劇
公
演
の
セ
ッ
ト
プ
ラ

ン
の
Ｃ
Ｍ
効
果
な
ど
で
県
内

外
か
ら
観
光
客
を
集
め
、


年

月
期
は
年
商
約
３
億
６

千
万
円
を
計
上
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
集
客
が

伸
び
悩
み
、
収
益
面
も
ふ
る

わ
ず
、連
続
し
赤
字
を
計
上
。

財
務
内
容
は
債
務
超
過
に
陥

っ
て
い
た
。
ま
た
、
過
去
の

設
備
投
資
に
伴
う
借
入
金
負

担
も
重
く
、

年
に
は
借
入

金
の
一
部
が
整
理
回
収
機
構

に
譲
渡
さ
れ
、
担
保
不
動
産

に
対
し
競
売
開
始
決
定
が
登

記
さ
れ
た
ほ
か
、
市
か
ら
も

差
し
押
さ
え
を
受
け
る
な
ど

厳
し
い
資
金
繰
り
が
続
い
て

い
た
。

　
今
年
に
入
っ
て
も
日
帰
り

客
の
獲
得
や
割
安
感
の
あ
る

セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の
実
施
、
敬

老
会
な
ど
団
体
利
用
客
の
確

保
な
ど
に
力
を
入
れ
た
も
の

の
、業
況
回
復
に
は
至
ら
ず
、

事
業
継
続
を
断
念
し
今
回
の

措
置
と
な
っ
た
。

有
馬
温
泉
の
太
閤
橋
に
設
置

さ
れ
て
い
る
観
光
案
内
所
へ

の
誘
導
案
内
板
。
外
国
語
表

記
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
も
な

し
（
総
務
省
近
畿
管
区
行
政

評
価
局
提
供
）

　
総
務
省
近
畿
管
区
行
政
評

価
局
は

月

日
、
管
内
の

主
要
な
観
光
地
９
カ
所
に
設

置
さ
れ
た
外
国
人
旅
行
者
向

け
の
案
内
表
示
を
調
査
し
た

結
果
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
「
英
語
な
ど
外
国
語

に
よ
る
表
記
が
な
い
」
「
標

記
が
標
識
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
る
」
「
撤
去
さ
れ
て
存

在
し
な
い
ト
イ
レ
が
記
載
さ

れ
て
い
る
」
な
ど
の
不
適
切

な
表
示
が
多
数
見
つ
か
っ

た
。

　
同
局
が
外
国
人
向
け
観
光

案
内
表
示
の
調
査
を
行
う
の

は
初
め
て
。
８
～
９
月
に
京

都
府
の
清
水
寺
と
平
等
院
周

辺
、
大
阪
府
の
大
阪
城
公
園

と
天
王
寺
周
辺
、
兵
庫
県
の

神
戸
市
三
宮
と
有
馬
温
泉
、

姫
路
城
周
辺
、
奈
良
県
の
奈

良
公
園
と
法
隆
寺
周
辺
の
９

カ
所
を
調
べ
た
。

　
自
治
体
や
観
光
団
体
・
事

業
者
が
街
中
に
設
置
し
た
案

内
表
示
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ウ
ェ
ブ
記
載
の
観
光
案

内
・
地
図
が
対
象
で
、
国
土

交
通
省
が
定
め
た
「
観
光
活

性
化
標
識
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
英
語
表
記
や
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
＝
図
記
号
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
有
無
な
ど
）
に
適
合

し
て
い
る
か
、
誤
表
示
な
ど

基
本
的
な
間
違
い
が
な
い
か

を
調
べ
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
適
合
し

て
い
な
か
っ
た
例
と
し
て

は
、
外
国
語
表
記
が
な
い

（
大
阪
市
営
地
下
鉄
駅
、
神

戸
市
営
地
下
鉄
三
宮
・
花
時

計
前
駅
改
札
前
、
Ｊ
Ｒ
法
隆

寺
駅
周
辺
な
ど
）
、
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
が
な
い
（
神
戸
市
の

ラ
イ
ン
の
館
、
有
馬
温
泉
の

太
閤
橋
・
炭
酸
泉
源
公
園
な

ど
）
。
さ
ら
に
明
ら
か
な
誤

表
示
と
し
て
、
観
光
案
内
所

の
位
置
が
違
う
（
Ｊ
Ｒ
三
ノ

宮
駅
周
辺
、
姫
路
城
周
辺
、

奈
良
公
園
周
辺
な
ど
）
、
廃

園
の
奈
良
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド

を
表
示
し
て
い
る
（
近
鉄
奈

良
駅
前
）
―
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。

　
一
方
で
、
京
都
の
２
カ
所

で
の
調
査
で
は
不
適
切
表
示

は
皆
無
だ
っ
た
。
同
局
の
担

当
者
は
「
一
大
観
光
地
で
も

あ
り
、
案
内
表
記
に
も
か
な

り
神
経
を
使
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。
調
査
後
の
同
局
の
指
摘

に
よ
り
、
設
置
者
が
す
で
に

案
内
表
示
を
適
正
化
し
た
も

の
も
あ
る
。

　
同
局
に
よ
る
と
、
自
治
体

や
観
光
事
業
者
が
設
置
し
た

観
光
案
内
表
示
は
、
国
の
個

別
指
導
の
対
象
外
。し
か
し
、

国
土
交
通
省
は
、
外
国
語
に

よ
る
案
内
表
示
の
充
実
・
適

正
化
を
進
め
て
お
り
、
同
局

は
今
回
の
結
果
を
同
省
近
畿

運
輸
局
に
通
知
し
た
。

【
大
城
登
志
和
】

　
本
学
は
、
関
西
国
際
空

港
の
対
岸
、
大
阪
湾
と
和

泉
山
脈
に
挟
ま
れ
た
南
泉

州
の
熊
取
町
に
立
地
し
て

い
ま
す
。
森
林
率
が
低
い

大
阪
府
に
あ
っ
て
緑
が
豊

か
で
、
山
海
の
産
品
に
恵

ま
れ
、
人
情
味

に
あ
ふ
れ
る
地

域
で
す
。
「
魅

力
的
な
地
域
な

の
に
そ
の
良
さ
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
」
、
な

ら
ば
「
こ
の
地
で
観
光
を

学
ぶ
自
分
た
ち
が
泉
州
の

隠
れ
た
魅
力
を
発
見
し
情

報
発
信
し
て
い
こ
う
」
。

地
方
出
身
の
学
生
が
中
心

と
な
り
、
２
０
０
８
年
の

夏
、
地
域
貢
献
に
取
り
組

む
〝
泉
州
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
（
せ

ん
し
ゅ
う
ラ
ッ
シ
ュ
）
〟

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
発
足
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
翌
年
か
ら
大
学

で
地
域
講
座
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
元
行
政
と

の
連
携
講
座
と
し
て
一
般

に
も
公
開
さ
れ
、
学
生
と

地
域
住
民
が
と
も
に
地
域

に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
講
義
と
セ
ッ

ト
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
は
、地
域
魅
力
の〝
種
〟

探
し
が
行
わ
れ
、
発
見
さ

れ
た
観
光
素
材
の
〝
芽
〟

は
既
存
の
資
源
と
組
み
合

わ
せ
る
な
ど
し
て
地
域
交

流
イ
ベ
ン
ト
や
着
地
型
観

光
に
応
用
さ
れ
ま
す
。

　
熊
取
町
で
は

年
度
か

ら
住
民
提
案
に
よ
る
協
働

事
業
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
泉
州
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
「
若
者
の
視

点
に
よ
る
新
た
な
観
光
資

源
の
発
見
と
交
流
促
進
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
を
提

案
し
、
採
択
さ
れ
、
住
民

部
に
ぎ
わ
い
創
造
課
と
と

も
に
官
学
連
携
事
業
と
し

て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
学
部
で
の
学
修
成
果
を

応
用
し
地
域
の
課
題
解
決

を
図
ろ
う
と
す
る
本
取
り

組
み
は
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
大
学
の
地
域
貢
献
で
あ

る
と
と
も
に
、
本
学
が
目

指
す
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
学
生
の
能
動
的

な
学
修
）
の
一
実
践
例
で

も
あ
り
ま
す
。


